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１．シンポジウムで得られた知見（再掲）
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自動運転の導入に向けて、関係者間で情報共有しながら、導入シナリオを時系列で検討するとともに、ドライ

バー不足といった課題の解決を時系列で整理し、着実に推進することが重要。

また、担当者の入れ替わりによる停滞を避けるため中長期計画に位置付け、交通事業者・大学等を巻き込

んだ産官学で連携したネットワークを構築することも重要である。

自動運転を導入する際に、関係者間で情報交流をしながら進めていくということが重要。

自動運転の導入までのシナリオについて、時系列で検討するとともに、ドライバー不足等の問題を

解決しながら導入に向けて推進する。

自動運転の導入に向けて取り組む強制力の創出や担当者の入れ替わりによる取り組みの滞りを

考慮し、中長期的な計画に自動運転を位置付ける。

交通事業者や大学等の関係者を巻き込み、産官学で自動運転に取り組むネットワークを構築する。

（森本先生による総括コメントより）



事後アンケートの調査項目

シンポジウムの感想（参加者全員）

・参考になったプログラム

・早稲田大学森本教授の基調講演動画の感想

・シンポジウムに参加して認識が変わったこと

自動運転の取組内容

・取り組みの動機

・直近で運行した時期／検討の開始時期

・空間整備の際の課題／解決策／留意点

・自動運転車両の導入に合わせて実施する

他の施策

上位・関連計画への自動運転の位置付け

・計画への位置付け方／位置付けの時期

・計画に位置付けた目的

・計画に位置付ける際の課題／解決策／留意点

上位・関連計画に位置付けることへの支援

２．シンポジウムの開催に合わせて実施したアンケート調査
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２．１ 目的・内容

シンポジウムに参加する／参加した自治体を対象に、シンポジウムの開催前後でアンケートを実施した。

事前アンケートでは、自動運転の実証エリアや位置付けている計画等、取組みの実態を把握し、事後アン

ケートでは空間整備の内容や計画への位置付け方等、取組みの具体内容を把握することを目的とした。

自動運転の取組内容

・実証実験や実装への取組状況

・使用している車両

・自動運転車両の走行エリア（走行予定も含む）

・実証実験や実装の課題（取組み経験のある自

治体を対象）

・取り組まなくなった理由（過去に取り組んでいた

自治体を対象）

上位・関連計画への自動運転の位置付け

・位置付けている計画の有無

・計画名（都市計画マスタープラン、都市・地域総

合交通戦略、地域公共交通計画等）

・計画に位置付ける際の課題

・位置付けない理由（位置付ける予定のない自

治体を対象）

事前アンケートの調査項目

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

取組みの
実態を把握

取組みの
具体内容を
把握



２．シンポジウムの開催に合わせて実施したアンケート調査
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シンポジウムの出欠確認を行う際に、「参加する」と回答のあった185自治体に対して、シンポジウムでの
トークテーマの設定や、自動運転の取組み実態の把握を目的としたアンケートを実施した。

２．２ 事前アンケートの概要

内容項目

シンポジウムでのトークテーマの設定や自動運転の
取組み実態の把握

調査目的

全国の自治体（市区町村、都道府県）及び
団体（国の機関や一般財団法人等）

調査対象

令和７年９月３日（水）～２５日（木）実施期間

178自治体（市区町村：160、都道府県：18）、6団体回答数

〇事前アンケート



２．シンポジウムの開催に合わせて実施したアンケート調査
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実装に取り組む際の課題

N=126

・自由記述されたものを上記の項目に分類
・複数回答もあり主な回答

車両やインフラ協調に要する設備の費用が高額なため、自動運転バスの運行で採算を取るのはハードルが高い。

駅前広場内の一般車との混在空間での走行や、路上駐車の回避、自転車の追い越し、無賃乗車に関する課題がある。

レベル２からレベル４へのハードルが高く、職員にもノウハウがない。

自治体が区部市街地へ導入している事例がない。

「市街地の街路」、「駅前広場（車道または歩道）」や「住宅地の街路」といった公道での自動運転を走行（検

討）しているエリアが多い。

各エリアの実装にあたっては、自動運転バスの採算を取るのが難しい等の「事業性の確保」に関する課題や、

路上駐車や駅前広場内での一般車との混在への対応等の「技術的課題」を感じている自治体が多い。

２．３ 事前アンケート：自動運転に対応した都市空間の創出に向けた課題



２．シンポジウムの開催に合わせて実施したアンケート調査
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自動運転バスの実証にこれから取り組む段階で、将来的にどこで自動運転バスを走らせるべきか、計画策定時に検討

する必要がある点が課題。

地元バス会社等との合意形成。道路管理者・警察との連携。

自動運転に関する専門的な知識や情報が市内に十分に蓄積されていなく、かつ具体的な検討を行った経緯がない
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計画策定時点での自動運転の取り組みの具体化

自動運転に取り組むことによる効果の検証

実装の見通し

関係者も含めた取り組み体制面

地域の理解の醸成

関連計画との連携

その他

特になし

自動運転を上位・関連計画に位置付ける際の課題

・自由記述されたものを上記の項目に分類
・複数回答もあり

上位・関連計画に位置づける際の課題に対して、「特になし」との回答が一番多い。他には、「実装の見通し」

が読めないことや、「関係者も含めた取組体制面」の体制構築に関する課題が挙げられている。

計画に位置づけない理由として、「自動運転に関する取組み方針が決まっていない」との回答が一番多い。

「特になし」と「検討したことがない」と計画へ位置づけることを念頭においていないと思われる回答も多かった。

２．４ 事前アンケート：自動運転を上位・関連計画に位置付ける際の課題
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検討したことがない

自動運転に関する取組み方針が決まっていない

技術が発展途中であるため

実証段階であるため

事業費の確保が見通せない

その他

特になし

自動運転を上位・関連計画に位置付けない理由

N=49

・自由記述されたものを上記の項目に分類
・複数回答もあり

N=115



２．シンポジウムの開催に合わせて実施したアンケート調査

7

事後アンケートの調査結果をふまえ、自動運転を導入する際の空間整備上の工夫点や計画への位置付け

上の工夫点を把握するため、アンケートに回答した自治体から４自治体を抽出し、ヒアリング調査を実施した。

具体的に、優先順位の高い空間整備上の課題、「路上駐車対策」や「駅前広場での円滑な走行等」に対応す

るための取組み、コンパクト・プラス・ネットワークの推進等のまちづくりの観点からの取組みを確認した。

２．５ 事後アンケート：自治体ヒアリング

実証エリア
選定の理由

自治体名
No. 駅前

広場
住宅地の
街路

市街地の
街路市区町都道府県

●●●
• 路上駐車への対策を検討しており、空間整備の工夫点を確認できる。
• 都市計画マスタープランに自動運転を位置付けており、まちづくりの観点をふま
えた計画性が確認できる。

富士市静岡県1

●●

• 自動運転バスの走行に適した駅前広場を計画していること、また、交差点の通過
時や停留所からの発進時において、信号連携を図っており、空間整備の工夫点を
確認できる。

• 自動運転バスを持続可能な公共交通の手段として捉え、複数の計画に位置付ける
等、計画上の戦略性を確認できる。

平塚市神奈川県2

●●

• 路上駐車や停止線からのはみ出しへの対策に加え、歩行者と車両との交錯を低減
するための道路空間整備等、空間整備の工夫点を確認できる。

• 観光動線を主軸とし、居住誘導区域とも整合する範囲を自動運転車両の導入範囲
として設定しており、まちづくりの観点をふまえた計画性を確認できる。

嬉野市佐賀県3

●●

• 広域的幹線交通ネットワークの構築を視野に、県としての立場で自動運転バスを
運行した考え方を伺える。

• 県の最上位計画に自動運転を位置付けることによるメリットや、自動運転の導入
に向けて県が主導して取り組む意義を確認できる。

山梨県4

ヒアリングの対象と選定理由
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都市空間における自動運転技術の
活用に向けたポイント集 P102



３．ヒアリング調査
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自動運転の取り組みの概要

平塚市は唯一の鉄道駅である、「JR東海道線 平塚駅」を中心に、
市内の主要な交通手段である路線バスが、隣接市の駅等に向けて
約７０系統運行されているが、運転士不足が深刻化する中、本市の
交通政策にとってバス路線の確保・維持が最重要課題となっている。
そこで、直線道路が多く、平坦であり、自動運転バスを導入しやす
い駅南側エリアのバスを自動運転バスに置き換えるとともに、南側
エリアの運転士を北側エリアに再配置することで、市全体のバス路
線の確保・維持及び地域公共交通の強化を図る。

３．１．１ 取組みの概要：神奈川県平塚市

自動運転バスの導入に合わせたドライバーの再配分のイメージ

自動運転の計画への位置付けの概要

市のまちづくりの指針の実現に向けた最上位の計画である「平塚
市総合計画」、持続可能な交通体系の実現を目指す計画である「平塚
市地域公共交通網形成計画」、平塚駅周辺地区の概ね20年後の将
来像を示す「平塚駅周辺地区将来構想」に、自動運転の導入を位置付
けている。

出典）神奈川中央交通株式会社

駅南側のエリアに
自動運転バスを導入

自動運転バスを導入し、運転士をエリア内で再配分し、市全体のバス路線を確保・維持及び地域公共交通

の強化を図る。

まちづくりの方針を示す総合計画、地域公共交通計画及び駅周辺の将来構想に自動運転を位置付けている。

既存バス路線（平
15系統）の自動運
転化と、将来的な
平塚駅南側エリア
全体への拡大を位
置付け

平塚市地域公共交通網形成計画（令和７年３月改訂）



３．ヒアリング調査
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自動運転バスが安全かつスムーズに走行できるよう、信号連携や駅前広場の再整備に取り組んでいる。

自動運転を複数の計画に位置付け、対外的に提示するとともに、評価指標を設定し進捗を確認できる仕組

みを構築している。

安全かつスムーズな走行を実現する環境の整備

交通量の多い国道134号の停留所では、自動運転バスが安全に
発車できるよう、後方の信号情報が赤になり、自動車が途切れた安
全なタイミングで、システム判断により発車する仕組みで検証。
駅前広場は、自動運転バス専用の待機場を暫定的に整備し、一時
的なシステム調整等、円滑な運行に必要な作業を実施している。ま
た、自動運転バス等と他の交通の通行空間を分離し、バリアフリー
化と自動運転車両にも適した形状への再整備を予定している。

３．１．２ 取組みの詳細：神奈川県平塚市

出典）平塚市ホームページ
自動運転バスの運行ルート

駅前広場に停車する

自動運転車両

駅前広場の待機場に停車する

自動運転バス

複数計画への位置付けによる取組みの対外的な提示

平塚市では、自動運転を計画の中で明確に位置付けることで、市
全体として公共交通の維持・確保を図る姿勢を対外的に提示してい
る。具体的には、自動運転を複数の計画に位置付け、最上位計画で
ある総合計画に明確な評価指標を設定している。自動運転レベル4
の認可取得を基準とし、自動運転バスの運行路線数を指標として
目標年次を提示することで、進捗を確認できる仕組みとしている。

自動運転バスの運行路線数を
目標年次と合わせて評価指標として設定

平塚市総合計画～ひらつかVISION～（令和６年２月策定）



３．ヒアリング調査

自動運転の取り組みの概要

富士市は、都市計画マスタープランに掲げるコンパクトシティの推
進に加え、地域公共交通の活性化、深刻化するドライバー不足への
対応や地域の暮らしの維持・確保が課題となっている。
そこで、市内の交通拠点である富士駅と新富士駅の接続と、主要
な生活拠点の１つである富士見台で自動運転バスを運行する実証
実験を実施した。

３．２．１ 取組みの概要：静岡県富士市

自動運転バスのルート

（左：市街地 右：住宅地）

自動運転の計画への位置付けの概要

拠点・地域間の強固な連携によるネットワークの形成等を目標と
する「富士市地域公共交通計画」、また、社会・経済情勢等に対応し
た集約・連携型都市づくりの推進を目的とした「第三次富士市都市
計画マスタープラン」に自動運転の導入を位置付けている。

出典）富士市ホームページ

市街地の
駅間を接続

市街地の交通拠点間の接続と、生活拠点となる住宅地内の周遊を目的として、自動運転バスを運行した。

地域公共交通計画に加えて、都市計画マスタープランに自動運転を位置付けている。

生活拠点となる
住宅地内の
周遊を支援

都市計画マスタープランで
自動運転の拠点間への導入を
位置付けて交通軸を強化

第三次富士市都市計画マスタープラン（令和6年3月策定）
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３．ヒアリング調査

自動運転の専用空間の整備には多額の費用が想定されるため、状況を見極めつつ、まずは既存の道路環

境を活かし、自動運転を導入しやすいルートの選択や注意喚起等のソフト対策を行う。

都市計画マスタープランの交通軸に自動運転を位置付け、サービス水準の高い環境づくりを推進している。

自動運転車両の走行空間の準備

新富士駅～富士駅間では、R６年度からR７年度にかけて、歩行者
と車が分離され、路上駐車が少ないルートに変更した。自動運転バ
スの走行を知らせる看板を設置して周囲に注意喚起をするととも
に、街路樹や下草を整え、センサーの誤検知を防いだ。今後は歩車
分離が不十分な場所へのガードレールの設置等の対策を検討する
予定である。
専用空間の整備は多額の費用が想定されるため状況を見極めつ
つ、まずは既存の道路環境を活かし、自動運転を導入しやすいルー
ト選択や注意喚起などのソフト対策を重視することが重要である。

３．２．２ 取組みの詳細：静岡県富士市

出典）富士市ホームページ ※一部加工

令和６年度の実証運行ルート

都市の主要拠点を結ぶ交通手段としての位置付け

分散している市内3拠点（新富士・富士・吉原中央バスターミナル）
をつなぐことが都市づくりの課題であるため、自動運転を都市計画
マスタープランの交通軸に組み込み、サービス水準の高い交通ネット
ワークの整備を進めている。

富士駅の駅前広場における

注意喚起の看板

県による支援の重要性

ルートに県道が含まれる場合や、自動運転導入に必要な整備の支
援が求められるため、県と連携して取り組むことが重要である。

市内の主要拠点を
接続するため、

拠点間の交通軸への
自動運転の導入を

位置付け

第三次富士市都市計画マスタープラン（令和6年3月策定）

出典）富士市
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３．ヒアリング調査
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自動運転の取り組みの概要

西九州新幹線の開業で嬉野温泉駅が新設され、駅から主要施設
への移動手段の確保が課題となった。
そこで、駅からの二次交通の確保と、自動運転車両を新たな観光
資源として活用することを目的に、自動運転の実証を実施した。
既存の路線バスでは補えない需要を補完する形でルートを設定し、
コロナ禍で減少していた観光客を、新幹線開業と自動運転導入を
きっかけに呼び戻す狙いがあった。

３．３．１ 取組みの概要：佐賀県嬉野市

自動運転バスの運行ルート

自動運転の計画への位置付けの概要

「嬉野市地域公共交通計画」において、市街地内の移動・回遊の利
便性向上の施策として、将来的な自動運転車両の導入を位置付け
ている。

出典）令和7年度 第1回 嬉野市未来技術地域実装協議会

駅から旅館街等への
二次交通として

自動運転バスを運行

駅から市内の主要施設への二次交通の確保を目的として、自動運転バスを運行した。

地域公共交通計画において、市街地内の移動・回遊の利便性向上の施策として自動運転を位置付けている。

市街地内の移動・回遊の
利便性向上の施策として、
将来的な自動運転車両の導入

を位置付け

嬉野市地域公共交通計画（令和４年３月策定）
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自動運転車両と歩行者や手動運転車が共存できる街路空間の整備を進めている。

観光動線を主軸とし、居住誘導区域とも整合する自動運転車両の導入範囲を設定している。

自動運転と歩行者・手動運転車の共存空間の整備

路上駐車車両により自動運転バスの駐車が阻害されないよう、停
留所には一般車の駐停車を禁止する看板を設置した。
また、自動運転車両は4輪操舵等により物理的には小回りが可能
である一方、センサー認識精度や安全確保の観点から、嬉野温泉バ
スセンターでは停止線を越えて滞留する車両により自動運転車両
の通行が阻害されないよう、停止線の遵守を促す看板を設置した。
また、商店街区間における歩行者環境の向上、速度抑制および路
上駐車の抑止を目的として、スラローム状の道路空間整備を段階的
に実施している。

３．３．２ 取組みの詳細：佐賀県嬉野市

出典）嬉野市

観光を主軸としながら、居住誘導区域内での活用も見
据えた導入範囲

観光客の回遊性向上を主目的に設定したルートが居住誘導区域内
に位置していることから、観光客のみならず地元住民にも利用され
るモビリティとして整備を進める。

スラローム状に

整備済みの道路空間

観光拠点や主要施設を結
ぶ回遊動線を基本としつ
つ、居住誘導区域内に立
地する生活利便施設等へ
のアクセス向上にも寄与
することを目指す。

嬉野市地域公共交通計画（令和４年３月策定）

自動運転車両の停車枠

停車枠
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自動運転の取り組みの概要

山梨県は、リニア中央新幹線の山
梨県駅も設置されることから、リニ
ア開業効果を県内全域へ波及させ
る観点から、交通ネットワークの充
実を図っていくことが課題となって
いる。
そこで、将来的な広域幹線交通ネッ
トワークの構築も視野に、LRT等の
他のモビリティも検討した上で、社
会的な技術進展もふまえ、自動運転
の実証運行を実施した。

３．４．１ 取組みの概要：山梨県

実証で使用した車両

自動運転の計画への位置付けの概要

自動運転を含む次世代交通技術による広域交通ネットワークの構
築を図るため、「リニアやまなしビジョン」 と最上位計画である「山
梨県総合計画」に位置付けられており、次期「山梨県地域公共交通
計画」にも具体的に位置付けていく意向である。

出典）R5自動運転バス実証事業について（概要）（山梨県）

リニア開業を契機とした将来的な広域的幹線交通ネットワークの構築も視野に、自動運転バスを運行した。

県の最上位計画等に自動運転を含む次世代交通技術を位置付けることで、広域交通ネットワークの構築を

推進している。

リニアの開業効果を
県内全域へ波及させるため

自動運転を含む
次世代交通技術による

広域交通ネットワークを位置付け

山梨県地域公共交通計画（令和６年３月策定）

技術実証の自動運転バスの運行ルート

県内で最も利用者の多い甲府駅から、
比較的交通量の多い市街地ルートにおいて、

自動運転の車両技術等を検証
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自動運転システムの特性から、導入地域の道路環境や気象条件に則した街路空間の整備を課題としている。

自動運転を総合計画に位置付け、県が主導で取り組むことで、自治体の取組みを促すとともに、住民の理解

を醸成している。

自動運転走行に向けた道路空間の課題と必要な改善

信号連携を実施したが、他方で狭い道路幅員や積雪による枝下が
りなどで誤検知や停車が発生し、信号の向きがカメラで認識しにく
い問題も見られた。また、歩道未整備区間では歩行者・自転車との
混在で手動介入が必要となった。
自動運転車両の円滑な走行には、歩車分離を含む街路整備が求
められる。

３．４．２ 取組みの詳細：山梨県

信号連携の概要

計画への位置付けによる合意形成の推進

自動運転を総合計画に位置付けることで、様々な場面で庁内の合
意形成が進みやすくなる。また、県として自動運転の取り組みの方向
性を示すことで、県内自治体の自動運転の取り組みへの理解も得や
すくなり、県民への政策の意図や事業の見通しの理解を促進できる。

山梨県総合計画2023年策定版（令和5年12月策定）

出典）R5自動運転バス実証事業について（概要）（山梨県）

県主導による自動運転導入の推進と自治体の支援

県が先行して自動運転に取り組むことで、県内自治体が導入しや
すい環境を整えてきた。現在は、その経験を基に知見提供や助言を
行い、自治体の取り組みを支援している。また、県道を使用する場
合には、道路・交通管理者との調整を県が担いやすく、自治体の支
援を円滑に行える。

最上位計画である
総合計画に記載することで
庁内、県内自治体や県民の
取組みへの理解を促進
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ヒアリングから、自動運転車両の円滑・安全な走行を可能とする駅前広場や明確な歩車分離等の自動運転

に対応した空間再編の必要性や、交通管理者、地域の事業者や県等との連携が必要であることを把握した。

今後の自動運転の取り組みを推進するために、自動運転に対応できる空間のあり方の検討や、自治体と地

域の事業者等が連携した取組みの共有、自治体間の話合いの場のあり方の検討等を行うことが考えられる。

３．５ 実装に向けた論点

○自動運転バスの走行に適した駅前広場の整備

○路上駐車車両の回避

○バス停の正着がしやすい空間の整備

○車道走行する自転車等を踏まえた走行空間の整備

○全行的な横展開に向けた自治体の担当者間の話

合いの場の設定

神奈川県 平塚市

○歩行者と自動車の走行空間の分離

○交通管理者との連携

○自動運転バスが円滑に走行できる駅前広場の

整備

○道路管理者と調整し、自動運転走行に影響が

出ないよう街路樹等を管理

静岡県 富士市

○停止線を超えて停車する車両への対策

○バス停における路上駐車の対策

○商店街組合等の関係者との合意形成

○自動運転バスと一般車両の走行空間の分離

佐賀県 嬉野市

○歩車分離は外側線ではなく明確に分離

○道路幅員の一定化

○道路サイドの街路樹等の整備

○県主導の自動運転導入の推進と自治体の支援

山梨県

《各自治体の考える実装に向けたポイント》


